
第１学年 理科学習指導案

令和５年１０月 日第 校時

中学校１年 組 名

指導者

１ 単元名 物質のすがたとその変化

２ 単元について

（１）教材観

小学校第４学年では、水の状態変化について学習している。本単元では、さまざまな物質の状態変化を

観察し、状態変化は異なる物質に変化するのではなく、その物資の状態が変化するものであることや、状

態変化によって物質の体積は変化するが、質量は変化しないことを見いださせる。また、状態変化を粒子

の運動のようすの変化について触れながら、粒子のモデルを使って考えさせ、理解させることがねらい

である。また、状態変化は融点や沸点を境に起きていること、そして、沸点や融点が物質によって決まっ

ていることから未知の物質を推定できることを理解させる。また、混合物を加熱する実験を行い、沸点の

違いを利用して混合物から物質を分離できることを見いだして理解させる。また、沸点の違いの利用例

として、石油から様々な物質を取り出していることを取り上げ、理解を深めさせる。

（２）生徒観

本学級の生徒は、明るく活発である。学ぶことに意欲的であり、実験・観察では、全員が役割分担をし

て積極的に取り組もうとしている。また、理科が得意な生徒が多く、自然の事物・現象について観察・実

験を通して、自分の考えをもとうする姿勢が見られ、アンモニアの噴水実験では、資料をもとにアンモニ

アの性質や気圧について考え、班でまとめることができていた。しかし、基本的な学習内容の定着が難し

かったり、実験や観察の結果から考察することが苦手だったりする生徒もいる。

（３）指導観

水以外の身の回りの物質も状態変化することを自分の目で観察させたり、触ったりさせながら、状態

変化するときの質量や体積について体験的に理解させたい。また、状態変化を粒子のモデルで表すこと

で、状態変化が粒子の運動のようすと関係があることを理解させたい。物質の沸点・融点について、実

験をする際には、安全に行わせ、実験結果の記録の仕方やグラフの書き方について、習得させたい。ま

た、混合物の分離をすることが、石油など自分の生活にも関係していることを伝え、学んでいることが

日常生活に役立つことに気づかせたい。

３ 単元の目標

物質の状態が変化する様子について、見通しをもって観察、実験を行い、状態変化は、異なる物質に変

化するのでは無く、状態が変化するものであることや、体積は変化するが質量は変化しないことを見い

ださせ、粒子のモデルと関連付けて理解することができる。また、状態変化するときの温度について測定

し、グラフで表しながら、状態変化は沸点や融点を境に起きていることや、沸点の違いにより混合物から

物質を分離できることを見いだして理解し、説明できる。



４ 単元の評価規準

５ 指導と評価の計画（全７時間）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

身の回りの物質の性質や変化に

着目しながら、状態変化と熱、物

質の融点と沸点についての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身に付け

ている。

状態変化について、問題を見い

だし見通しをもって観察、実験

などを行い、物質の性質や状態

変化における規則性を見いだし

て表現しているなど、科学的に

探究している。

状態変化に関する事物・現象に

進んで関わり、見通しをもった

り振り返ったりするなど、科学

的に探究しようとしている。

時間 ねらい・学習活動 重点 記録 評価規準

１ ・水だけでなく、鉄などの金属や、常

温では気体である酸素なども、温度

を変化させることで状態変化するこ

とを理解する。

知

・さまざまな物質が状態変化すること

を理解している。

２ ・エタノールとろうの状態変化を観察

し、状態変化をしても体積は変化す

るが、質量は変化しないことについ

て見いだし、粒子のモデルを用いて

表現し、説明する。

思 〇

・状態変化では、体積は変化するが質

量は変化しないことについて見いだ

し、粒子のモデルを用いて表現し、

説明することができる。[記述分析]

３ ・沸点の測定を正しく安全に行う。

・温度の変化をグラフに表す。

知 〇

・沸点の測定を正しく安全に行うこと

ができる。

・表から正しくグラフ用紙に打点し、

適切な方法でグラフを書くことがで

きる。[記述分析]

４ ・グラフから、エタノールが沸騰して

いる間、温度が一定であることに気

づく。

・物質が状態変化するときの温度は、

物質の種類によって決まっているこ

とを理解する。

思

・

知

・純粋な物質が状態変化しているとき

の温度は、一定であることに気づく

ことができる。

・物質の種類によって、沸点や融点が

決まっているため、未知の物質を推

定できることを理解できる。

５ ・エタノールと水の混合物からエタノ

ールだけを取り出す方法について考

える。

態 〇

・エタノールと水の混合物からエタノ

ールだけを取り出す方法について考

えようとしている。[記述分析]



６ 本時

（１）目標

エタノールと水の混合物を加熱することで、エタノールだけを取り出すことができることを見いだ

すことができる。

（２）展開

６

本時

・エタノールと水の混合物を沸騰させ

ると、エタノールが先に集まること

に気づく。そのことから、エタノー

ルの沸点が低いため混合物からエタ

ノールだけを取り出すことができる

ことを見いだす。

思 ○

・沸点の違いによって、エタノールと

水の混合物からエタノールだけを取

り出すことができることを見いだ

し、説明できる。[記述分析]

７ ・エタノールと水の混合物を加熱した

ときの温度変化のグラフを見て、沸

点が決まった温度にならないことに

気づき、理解する。

思 ○

・エタノールと水の混合物を加熱した

とき、沸点が決まった温度にならな

いことに気づき、理解することがで

きる。［記述分析］

時間 学習活動 指導上の留意点
学習活動における

具体の評価規準
評価方法

5分

20 分

１ 前時の復習をする。

・目標を確認する。

・前時に考えたエタノール

と水の混合物からエタノ

ールを取り出す方法を確

認する。

２ エタノールと水の混合

物の加熱を始める。集め

た試験管のにおいをか

ぎ、マッチの火を近づけ

る。

○実験器具の確認を行う。

○「記録係」「作業係」「写真

係」「温度計を読む係」に

分かれる。

○道具が熱くなるため注意

するように伝える。

○マッチの扱い方やエタノ

ールの消火方法を伝えて

おく。

○試験管 A～Cにマッチの火

を近づけたときのようす

エタノールと水の混合物から、エタノールを取り出すことはできるのか。



（３）評価及び指導の例

12 分

10 分

3 分

３ 結果と、試験管①～③

に何が多く含まれている

のかについて、Jamboard

にまとめる。加えて、エタ

ノールを取り出すことが

できた理由についても考

え、まとめる。

４ まとめたことを発表す

る。

５ 本時のまとめをする。

を写真で撮るように伝え

る。

○今回行った方法が蒸留で

あることや、蒸留は石油

からガソリンなどをとり

出す際に使われているこ

とを説明する。

○試験管①の液体

が約 78℃で集ま

っていること、

また、その試験

管①にエタノー

ルが多く含まれ

ていることに気

づく。そのこと

から、エタノー

ルと水の混合物

からエタノール

だけを取り出せ

ることを見いだ

す。

〔記述分析〕

「十分満足できる」と判断される状況 試験管①の液体の性質から、エタノールが多く

含まれていることに気づき、エタノールと水の混

合物からエタノールだけを取り出せることを見い

だす。エタノールを取り出すことができるのは、

エタノールの方が沸点が低いためであることにも

触れ、説明している。

「おおむね満足できる」状況を実現するための具

体的な指導

エタノールの性質（におい、引火しやすいこと）

について再度確認し、試験管①にエタノールが多

く含まれていることに気づかせる。


